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論文内容の要旨
鮮新ー更新統の.j1J堆積性火山砕屑物について主として堆積学的視点から検討を行った。爆発的噴火活動
にともなう広域な火山砕屑物の再堆積作州を議論し、再堆積性火山砕屑物の堆積相変化なと。から再l'l積作
用の莞具、再堆積作用を促進させる安凶などを考察した。本研究により、従来ではあまり明示されていな
い大規模噴火にともなう広域にわたる陸域環境へのカタストロフィックな影響がより具体的に提示された。
l略域における広域な再堆積作用全般を把握するため「鮮新一更新世場界、恵比須峠ー福田テフラ(約
1.75Ma)j、!鮮新統虫F宇野一小社火山灰震(約2.1Ma)jについて検討を行った。両者は広域テフラであり、
再移動距離は推定される噴出中心からIOOkm以上である。初生的に堆積したと考えられる降下火砕物につ
いては岩石記載を行い、噴火様式・規模などを考察した。また、再堆積性火山砕屑物ついては堆積相解析
や古流向測定を行い、その再堆積過程を明らかにしたu
恵比須峠一福岡テフラでは火山砕屑物の過剰供給により河川システム自体が変化したことが地層から読
みとれた。また、堆積場の噴出源からの距離・火砕流堆積物の分布・古地理などの要因と堆積過程との聞
に明確な関係が認められた。虫F主野一小社火山灰層からは、湖が火山砕屑物の過剰供給により急速に理積
される様ヂが読みとれた。たとえ火山遠方地域にある湖成環境でも大規模な再堆積作用の影響を受けたこ
とが地層から判断できた。また、この2つの事例と従来の研究との比較から、遠方堆積盆では、周辺に降
下した火山砕屑物よりも後背にある火砕流堆積物の性質・分布が大規模な再堆積作用を引き起こす主要因
であることが考察された。
さらに、再堆積過程の中でも火山活動と密接に関わりのある土石流・ハイパーコンセントレイティッド
流の流体そのものの特徴や堆積物の特徴、流体閣の分化作用について検討を行った。「恵比須峠一福田テフ
ラjI虫生野一小社火山灰層jI更新統八千穂層群中部・下部累層」の比較からは、火山扇状地上・沖積平
野上の 2つのセッティングにおいて、堆積物の特徴や流体の分化作用の違いが明らかとなった。
論文審査の結果の要旨
火(1の大規慎噴火活動によって広域に拡散した火山砕屑物は、時間指標層として重要であることから多
くの地質学的研究が行われてきた。しかし、これらの火山砕屑物の堆積・再移動過程に関しては、ほとん
ど研'先が行われていない状況である。火山砕l再物の再堆積作用の研究は、火山活動史を含む地史解明に寄
与するだけでなく、大規模l噴火活動による占地理・古環境への影響、火1の巨大噴火に伴う災害を考える
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上でも重要である。筆者は、このような研究の現状を踏まえて、1.7GMa'こ中部山岳地域から噴出し本州中
央部を広く覆った忠比須峠ー福田テフラ、 2.4Maの虫生野一小社火山灰を研究対象に選び、広域にわたる
再堆積作用の解明を試みた。研究では、近畿から中部地方に分布するこれら火山砕属物について、岩相・
岩石記載的性質の記載のほかに、堆積相解析や古流向測定を行い、それぞれの時間的・地理的変化を堆積
学的に詳しく検討した。その結果、恵比須峠ー福田テフラでは火砕物の堆積作用が噴出源からの距離、火
砕流堆積物の分布、古地理などの要因に栴接に関連して変化すること、火砕物の過剰供給によって河川シ
ステムが急変することを具体的に示した。虫坐野一小社火山灰では噴出源遠方の湖が火砕物の過剰供給に
よって急速に埋積されることを明らかにした。そして、火山遠方堆積盆において大規模な再堆積作用を引
き起こす主要因は火砕流堆積物の性質・分布であることを指摘した。また、再堆積作用の中で、火山活動に
深く関連する土石流・ハイパーコンセントレイティッド流堆積物の特徴、流体聞の分化作用についても詳
細な検討を行った。
以上のように、大規桟噴火活動に伴う火山砕!吋物の陸域における広戚再堆積作用を詳しく解明した本研
究は、地質学、とくに火山学・堆積学分野の今後の発展に大きく寄号するものであり、博士(理学)の学
位を授与するに値するものと認める。
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